
2023 年度 第 4 回 JCD 理事会 議事録 

 

 

1. 日 時 2024 年 2月 29 日（木）17:00～18：00 

2. 開 催 方 法 Zoom 会議 

3. 参加者 橘高会長，小野副会長，石川副会長，竹内総務部会部会長，有山総務部会副部会長, 

原田企画部会部会長, 森企画部会副部会長,井田財務部会部会長, 古川技術部会部会長, 

奥村技術部会副部会長,内川技術部会副部会長,天野広報部会部会長，奈良会員部会部会長, 

 竹内（一）会員部会副部会長,鶴巻監事 

林特別顧問 

齋田事務局   以上 17 名 

  欠席者 牧野財務部会副部会長,岡崎企画部会副部会長,  

澤財務部会副部会長,勇広報部会副部会長, 

田中会員部会副部会長,中谷監事 

  以上 6 名 

 

4．資料（別紙参照） 

資料 2023 年度第 4 回 JCD 理事会 次第（内容） 

 

5. 次第 

  5-1  橘高会長挨拶  

      「会長の橘高です。本日はお忙しい中、お集まりいただきましてありがとうございます。 

本日もいくつかの議題がありますが有意義な会議になるようにぜひご協力をよろしくお願

い致します。」 

5-2 今後の理事会のあり方について 

    第 1 回（5月 26 日済）、第 2 回（8月 17 日済）、第 3 回（11 月 24 日済）を確認。 

第 4 回（2月 29 日開催） 

→齋田から、今回で、当初 1 年で 4回程度の理事会を行うという予定でありましたが、な 

んとかクリアできました。理事の皆様、ご協力をありがとうございました。 

 

  5-3  議題 

（１） 2024 年は理事・監事改選について 

北海道コンクリート診断士会の事務局は未だ決定していません。 

横田会長と事務局臨時代行の清水敏明様へはメールしました。 

清水氏からメール返信がありました。（添付資料参照） 

理事・監事改選への推薦はどうするか？ 

→齋田から（添付資料 1）の清水様からの返信メールの内容を説明。 



 「北海道コンクリート診断士会の総会（開催未定）にて会の休会もしくは解散を諮り承認 

を頂きた上で、ご報告する」とのことでした。 

小野会長から、以前は「日本データサービスが事務局をしていたが、その事務局長の 2人 

がお亡くなりになった。日本データサービス様のような大きな会社が事務局をされてた

が、そのあとを日本データサービス様みたいな会社が事務局を受けて頂けると嬉しいの

ですが。ちょっと可能性はわかりませんが「共和コンクリート様」へ事務局の件をお話 

してみましょうか。（打診してみましょうか）北海道コンクリート診断会に共和コンクリ

ート様が何人参加されているかによるかもしれませんが。お話してみます。共和コンクリ

ート様は本社が札幌です。そういった地理からも事務局を引き受けて頂けると嬉しいの 

ですが。 

➠承認 

（２） パンフレット作成について 

コンクリート工学年次大会 2024（松山）：2024 年 6 月 24 日（水）～28 日（金）  

コンクリート構造物診断セミナー：2024 年 6 月 27 日（木）13：00～15：00 

以上より、パンフレットの作成 500 部が必要ではないか？ 

→事務局齋田から、現在事務局のパンフレットの在庫が約 50 部ある。2023 年度と同様に、こ

の大会のコンクリート構造物診断セミナーでパンフレットを配る場合、500 部程度は必要 

ではないか？そのため、今年度も 500 部を作成してこの大会で配りたい。 

原田理事から、高知県コンクリート診断士会もこの大会には出席するので、パンフレット 

配りのお手伝いはできると思う。 

天野理事から、今年の参加は特別決めてないか、パンフレットを配るのであれば「参加」 

させて頂こうと思います。 

➠承認 

→奈良理事から、各地区診断士会にも、10部程度を配って欲しい。 

➠承認 

→事務局齋田から、パンフレットの中身を再度確認して、修正があれば理事様へ確認して頂 

いた後、パンフレットを各地区診断士会へ送付したいと思います。 

➠承認 

 

（３） 2025 年以降の JCD 年次発表会について 

 事務局が 2025 年から 2033 年までの素案を作成した。 

 2033 年までで各地区診断士会に一通りまわる。 

→事務局齋田から、素案から何かご意見があれば。 

→石川副会長から、福井県コンクリート診断士会は、今年度会長が変わる可能性があるし昨 

年度 20 周年記念大会を実施したばっかりなので、2025 年の JCD 年次大会開催は難しい。 

富山県の森理事とは相談してませんが、できたら富山県と入れかえとか後ろへ回して頂け 

ればなと思いますが、森理事いかがでしょうか？ 

→森理事から、石川副会長「キラーパスですね」と。現在、色々と動いていて（現在、会員 



募集とか、小野副会長の受験対策講座とか、北陸 3県とコラボなど）もとももとの表の 2029 

年あたりだと上手く行きそうだなとイメージしていました。ちょっと来年はきついかなと。 

→井田理事から、島根県は 2026 年開催となっていますが、やはり鳥取県での開催が先に開催 

していいのかな？と思うので・・・いろいろな事情がありますが鳥取県コンクリート診断 

士会に打診をすべきではないかなと思います。 

→齋田から、JCD 年次発表会の計画表を修正して理事の皆様へ報告とご確認をお願いします。 

➠承認 

 

（４） 定時社員総会について 

特別講演として「中部道路メンテナンスセンター 吉川昌弘氏」 

特別講演を 90分（1 時間 30 分）とする場合、定期社員総会を 13時 15 分から開催とした 

い。 

➠承認 

 

5-4 各部会からの報告事項について 

    ・総務部会 

   第 15 回定時社員総会について 

開催日時：2024 年 5 月 24 日金曜日 13；30～14：30 

開催場所：ウインクあいち 1302 室 予約済 

第 15 回定時社員総会前理事会（第 1回理事会）について 

開催日時：2024 年 5 月 24 日金曜日 10；00～11：00 

開催場所：ウインクあいち 1302 室 予約済 

         →昼食は予約しますので、出席の方の確認をして、竹内総務部会部会長に報告。 

2024 年度理事・監事改選について 現在、推薦を頂き、志望部会を選定中 

    ・企画部会 

      →原田理事（部会長）から、宮崎県コンクリート診断士会の岡崎会長と昨日お話したと 

ころ（高知県コンクリート診断士会では総会時に橘高会長に出席して頂き講演して 

頂いたことをお伝えしたところ）、宮崎県コンクリート診断士会の総会でぜひ橘高会 

長に講演して頂きたいと言われていました。宮崎県コンクリート診断士会の総会が 

６月ですがまだ日にちは決定していないみたいですので、決まり次第にご連絡して、 

橘高会長へ講演依頼したいそうです。 

    ・財務部会 

      →事務局齋田から井田部会長へ、部会長会議前の 3月 15 日までには、資料をお送りし 

たいと思います。遅れるようなら、ご連絡します。 

    ・技術部会 

      →古川部会長から、2024 年度 JCD 年次発表会について何かご連絡・ご報告などがあれ 

ば。奈良理事いかがでしょうか？ 

        →奈良理事から、3 月 22 日の部会長会議時にご相談がある。現場見学会の候補があり 



ルートも決めているが、ご意見を頂きたい。そして、直接コンクリートに関係ない現 

場もあるため、ご意見を頂きたい。 

日程を従来の 11 月開催ではなく 10月開催としたい。11月は降雪がある可能性があ 

るため。 

上記を含めて、部会長会議で、1 度皆さんのご意見をお聞きしてから確定しようと思 

っている。 

    ・広報部会 

発行予定表に基づいて、かわら版第 32号（4月 15 日発行予定）の原稿のお願いのメ 

ールをしている。 

→天野部会長から、HPにかわら版が誰でも見れる位置に配置したい。 

→齋田から、HP を修正できるか確認して、かわら版が誰でも見れる HP の位置に。 

    ・会員部会 

       →奈良理事から、「法人会員の皆様へ、希望する全国の地区の会へ登録ができること 

をお知らせ。」についての経緯のお話。 

毎年、法人会員様へは上記の内容をお知らせしている。しかし、昨年の 2月に法 

人会員の会社 Aの会員の方が「東京コンクリート診断士会」と「京滋コンクリート 

診断士会」へ２名の個人の登録の依頼が来ていた。その紹介を当該診断士会へお願 

いしたところ、京滋コンクリート診断士会からその登録予定の個人ん会員に対し 

て「入会金 3,000 円、年間費 2,000 円の支払いを求められました。その時に、従 

来、法人会員の地区への個人会員登録は費用がかからないものとして認識してき 

たのですが、各地区の状況を調査しようということで終わっていた。その調査を 

したかどうかと調査結果について把握していないことになっている。この件に関 

して会員部会として検討していないものであって、但し書きの「地区の会の個人年 

間費と差がある場合は、会員は差額分を別途地区の会に納付する。」という文言を 

付けて出すといいということに対してはちょっとこれは今の時点で「承服できな 

いな」と思っていた。どこで検討すればいうことですが、まず、各県の診断士会の 

方が、いままでそうしてきたのか？を逆にお聞きしたいです。 

青森県コンクリート診断士会では、法人会員が 1名いますが、会費ももらってま 

せんし、入会金ももらってない。実際、京滋コンクリート診断士会から個人の会員 

の方に、5000 円払ってと求められる。それはちょっとどうかなと。 

もしできれば、「各地区の個人会員の登録について費用がかかるかどうか」を調査 

したいなと思っていました。 

上記のことをご検討いただきたいと。 

         →事務局齋田から、今一度各地区診断士会へメールして確認する。表などを作って 

比較する。 

         →森理事から、皆さんがざっくりと分かる程度でよいと思います。調査してまとめ 

て表にしないといけない。現状は、各地区診断士会の会費の考え方が違うので、郷 

に入っては郷に従えということがあるので、各地区診断士会が下部団体ではない 



ので、プラットホームと意味での日本コンクリート診断士会としての会費は決ま 

っていて、それは了承してお支払いしています。一人当たり 800 円ですが。 

         →事務局齋田から、各地区診断士会の HP をみれば会費は明記してあるので、それを 

元に表を作成して、各地区診断士会へ確認したいと思います。奈良理事、ご協力を 

お願いいたします。 

 

5-5 事務局 

    ・名刺について 

       →事務局齋田から、橘高会長とやり取りして、サンプルとして事務局齋田の名刺を作 

成しました。電話番号と FAX 番号を入れてしまっていますが、今後は入れずに作 

成します。ご自身の携帯の番号（会社携帯等）を入れて欲しい方は齋田にご連絡く 

ださい。理事の方の名刺を事務局で作成して、確認して頂きまして発注します。 

JCD の名刺をご自身の会社の名刺と一緒に名刺交換することで JCD をアピールで 

きるのではないかと思います。 

          （欲しい理事様はとこの場で募りましたが）2024 年は理事・監事改選があります 

ので、3 月 22 日の部会長会議で決定次第、JCD の名刺が欲しい理事には作成して、 

5 月の定時総会時にはお渡しします。役職は「理事」で「所属名」は、皆さんに確 

認してから作成します。 

 

5-6 その他 

   ・何か報告事項、話題があれば。 

      →橘高会長から、HPの文言の修正「コンクリート診断士とは」の中の以下の赤字を修 

正しして欲しい。（後日、修正しました） 

【コンクリート診断士とは】 

       「一般社団法人日本コンクリート工学協会が認定する資格で、平成 13年から、この 

資格制度が始まりました。この資格は、公益社団法人日本コンクリート工学協会が 

実施する試験によって、コンクリートの診断・維持管理に関する幅広い知識や、高 

い技術を保有していると認定され、さらに登録された者に与えられます。また平成 

28 年 2 月に国交省により、「公共工事に関する調査及び設計等の品質確保に関する 

技術登録簿」の橋梁（コンクリート橋、鋼橋）、トンネルの点検・診断業務の登録 

もされ有用性も高まりました。 

         →古川理事から、2023 年度 JCD 年次発表会（新潟大会）のレポートは、一度皆さん 

へ送ったと思いますが、コンクリート工学誌への投稿の準備をしています。また、 

原稿を送りますので、ご確認ください。 

         →小野副会長から、先ほどお話があった北海道コンクリート診断士会の事務局臨時 

代行の清水様のアドレスをお送りください。 

 

 



5-8 石川副会長閉会挨拶 

      「今回も理事会へご参加頂きましてありがとうございました。本年度は最終の理事会とな 

りますが、当年度においては北海道コンクリート診断士会が心配な状態になったり、退会す 

る会が出てきたりとこの会も曲がり角というか転換期に差しかかっているのかなという思 

いもあり、同時に危機感みたいなものも感じたりしてます。これまでやってきた継続の仕組 

みとか活動内容というのを継続していくというのもよいのだけれども、そうした中でも一 

度立ち止まって根本的に変えていくべき部分はもう一度変えていくとかそういった部分も 

今後考えていかなければいけないのじゃないかなと今年度は特に感じたりもしたところで 

す。そういった部分も含めて理事の皆さんからは前向きで建設的な意見をこれからも頂い 

てより良い日本コンクリート診断士会になるように、また皆さんと協力していければと思 

います。改めて、今日ご参加いただきましてありがとうございました。」 

 

 

以上 

文責：齋田 

                                        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資 料 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



2023 年度第４回 JCD 理事会 

令和 6 年 2 月 29 日 17 時〜 Zoom 開催 

次 第（内容） 
 
１、橘⾼会⻑開会挨拶 
２、今後の理事会のあり方について 

⇒第 1 回（5 月）済 と定時総会時前に開催した 
第 2 回（8 月）済 Web 開催した 
第 3 回（11 月）済 Web 開催した 
第 4 回（2024 年 2 月） 今回、Web 開催（２月 29 日） 

⇒理事会で取り上げたい事項があれば。 
⇒屈託のない意見交換ができればよい。 
 

３、議題（審議事項） 
（５） 2024 年は理事・監事改選について 

北海道コンクリート診断士会の事務局は未だ決定していません。 
横⽥会⻑と事務局臨時代⾏の清水敏明様へはメールしました。 
清水氏からメール返信がありました。（添付資料参照） 
理事・監事改選への推薦はどうするか？ 

（６） パンフレット作成について 
JCI 年次大会でパンフレットを配布する。対応：広報部会と事務局齋⽥ 
➠コンクリート工学年次大会 2024（松山）：2024 年 6 月 24 日（水）〜28 日（金）  

コンクリート構造物診断セミナー：2024 年 6 月 27 日（木）13：00〜15：00 
       以上より、パンフレットの作成 500 部が必要ではないか？ 

（７） 2025 年以降の JCD 年次発表会について 
    2025 年度以降は、事務局が素案を作成して理事様に確認し、総会で報告することで問題
ないか？ 

       以下、素案です。 
2033 年までで各地区診断士会に一通りまわります。 

       
開催年度 開催診断士会 地域 

2025 福井県 北陸 
2026 島根県 中国 
2027 静岡 東海 
2028 大分県 九州 



2029 富山県 北陸 
2030 鳥取県 中国 
2031 ⻑野県 信越 
2032 北海道 北海道 
2033 京滋 関⻄ 

 
 
 
 
 
 



 
 
 
 
 
 
 

 



 （４）定時社員総会について 
 特別講演以下に依頼した。 
  中部道路メンテナンスセンター 吉川昌弘 様 

講演内容 未定  
時間 1 時間半程度（90 分予定） 

        →定時総会開催が今までは 13 時 30 分でしたが、13 時 15 分からの開催としたい。 
 
４、各部会からの報告事項について 

（１） 総務部会  
第 15 回定時社員総会について 

開催日時：2024 年 5 月 24 日金曜日 13；30〜14：30 
開催場所：ウインクあいち 1302 室 予約済 

第 15 回定時社員総会前理事会（第 1 回理事会）について 
開催日時：2024 年 5 月 24 日金曜日 10；00〜11：00 
開催場所：ウインクあいち 1302 室 予約済 

2024 年度理事・監事改選について 
 現在、推薦を頂き、志望部会を選定中 

（２） 企画部会 何か報告事項があれば。 
（３） 財務部会 何か報告事項があれば。 
（４） 技術部会 何か報告事項があれば。 
（５） 広報部会 何か報告事項があれば。 

 ⇒かわら版第 32 号（4 月 15 日発⾏予定） 
  巻頭言（総会案内について）地区の会活動紹介（鈴岡）新技術など 

その他（JCI 意見交換会） 
（６） 会員部会 
     法人会員の皆様へ、希望する全国の地区の会へ登録ができることをお知らせ。 
     ※細則から 

         「上記年会費を納入することにより、SA 会員は 5 名、A 会員は 3 名、 
    B 会員は 2 名、C 会員は 1 名以内の正会員または賛助会員を希望する 
 地区の会に登録することができる」 
 「ただし、地区の会の個人年会費と差がある場合は、会員は差額分を 
 別途地区の会に納付する」 
 
 
 
 
 
 



（７）事務局 
・名刺を仮に「事務局齋⽥」で作成した。 

電話番号と FAX 番号を入れてしまったので、今後は無しとする。 
名刺の裏側は、橘⾼会⻑に確認して頂きました。 
 

 

 
5、その他 

  ⇒何か報告事項、話題があれば。 
 

6、⽯川副会⻑閉会挨拶 
 

以上 
 



 
（資料１） 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 



（資料２） 
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